22年度　マスタープラン制作
	チーム　ひと足早いサンタクロース

	（城田・藤林・山内・菊池・佐久間）

	
	目標
	具体案

	一年後
	・職場での指導員育成

・県師会での学術研修の実施（ゼンシン体操・測定と評価）
・県全体で数回の健康教室を開く（ボランティア）

・県や地区での指導員育成勉強会を行う

・各治療院で取り組める方法の取り込み

・今、行っている介護予防事業の見学

・23年10月介護保険を利用した教室を計画する

・23年6月の回は10月に教室をとれるような研修会になればよい
	・行政へのアプローチ

・モデルケースとしての一般高齢の健康教室の開催

・協力できる会員の発掘

・今まで受講した指導員の掘り起し

・各県での取り組みを再確認する



	五年後
	・地域支援事業に関わっていく

・鍼灸マッサージ師会主催の健康つくり教室を行う
・各支部へのアプローチ、支部活動へのフォローを行う

・市町単位で健康教室を開く

・スポーツクラブ、医師会等との共同開催
	・受託費の格上げ（行政へ）
・現在行われているサービスへ運動指導員の派遣を行う

	チーム　ミラクルボンバー

	（狩野・馬込・肥満・松川・山名）

	
	目標
	具体案


	一年後
	・各県最低2名以上の指導員養成
・各地域　年1回の介護予防事業開催
	・わかりやすいタイトル設定（転ばん塾等）
・小規模の催しでも、まずはやってみる

　（ボランティア・出前講座・個人治療院）

・研修会に参加する人へのバックアップ

　（交通費補助等）


	五年後
	・各県10名以上の指導員養成

・各地域　年数回の転倒予防教室開催
	・デイサービスの場所を借りる

・行政の後援を取り付ける

・ボランティアから有償へ

　（1回500円程度の参加費）

	チーム　STHCTH

	（坂本・田中・林・茅根・豊平・浜崎）

	
	目標
	具体案

	一年後
	・マニュアルの整備

・県師会レベルでの研修会を行う（会員内技術統一）
・各県師会から5名講習会に送り出す
	・各県師会での学術研修会の中で介護予防教室を開催する

・指導面参入方法などのツール作成

・実践作りのための教室を県師会がボランティアで行う

・社協や地域の老人会にポスターを置いてもらう、PRする

・全鍼の研修会に参加した人は1年以内に指導する場を設ける

・ゼンシン体操完全マスター

	五年後
	・行政からの委託事業としての介護予防教室を各県１講座以上実施
・教室の柔軟な見直し

	・指導者向けのマニュアルを配布できるようにする
・国の政策が介護予防重視でいくのかどうかの情報収集

	チーム　四谷三丁目で呑む会

	（長嶺・鵜野・藤田・内藤・齋藤・渡辺・小峰）

	
	目標
	具体案

	一年後
	・自分達の地域で実施されている介護予防事業の状況を把握する
（最低5市の情報を得る）


	・電話をかけて情報を得る
（質問の具体的な細かい項目をあらかじめ作っておく）
・県あるいは市部の代表として実際に市の介護保険課（地域包括センター等）へ出向いて市とのつながりを作ってみる
・全鍼での研修内容を地域の会員へ伝達していく（1人が3人に伝えていく）
・事業に参入するまでの会のメンバーを10名位集める

・すでに参入している方から具体的な方法を学ぶ

・地域で可能な事業（ゼンシン体操等）を作成し、まとめあげる

・1回/年はボランティア活動を行ってみる

	五年後
	・各県で介護予防を受講する
　1000人の仲間をつくる


	・全鍼の講習に必ず県から1人以上確認する
・各県の伝達講習をする（1回/年）
・利益を生み出し皆ハッピーに
　

	チーム　長寿の会

	（三部・前田・高野・伊藤・松丸）

	
	目標
	具体案

	一年後
	・職場での指導員育成

・県師会での学術研修の実施（ゼンシン体操・測定と評価）

・県全体で数回の健康教室を開く（ボランティア）

・県や地区での指導員育成勉強会を行う

・各治療院で取り組める方法の取り込み

・今、行っている介護予防事業の見学

・23年10月介護保険を利用した教室を計画する

・23年6月の回は10月に教室をとれるような研修会になればよい

	・行政へのアプローチ

・モデルケースとしての一般高齢の健康教室の開催

・協力できる会員の発掘

・今まで受講した指導員の掘り起し

・各県での取り組みを再確認する



	五年後
	・地域支援事業に関わっていく

・鍼灸マッサージ師会主催の健康つくり教室を行う

・各支部へのアプローチ、支部活動へのフォローを行う

・市町単位で健康教室を開く

・スポーツクラブ、医師会等との共同開催

	・受託費の格上げ（行政へ）

・現在行われているサービスへ運動指導員の派遣を行う

	チーム　四谷三丁目ＳＵＮミュージック前

	（石橋・柳・工藤・浜田・塚田）

	
	目標
	具体案

	一年後
	・養成校の学生へのアプローチ
・ゼンシン体操のＰＲ
・声掛け

・調査

・共有

・学び
	・訪問し直接学生へＰＲする
・ＰＲの為の人員を作り、対自治体へのＰＲ組織を作る→パンフ作成・営業・参入テクニックを共有する
人材育成・ポスターの配布（施設などへ）

・地域包括センター・自治体・老人会・公民館への声掛けをする
・各自治体での地域支援事業の実施状況（くまなくくまなく）
・会員内外の実施事業所の営業や参入テクニック、情報の詳細にわたる共有

・パターン別マニュアルの作成を公開

・より詳細に支部単位での講習会の実施
　

	五年後
	・ブロック、複数県
・認定書
・ボランティアから事業へ

・地域から全国へ

・認定メンバーの活躍
	・各県、ブロックあるいは数県合同で実施及び伝達情報の共有
・講習会の認定書を発行、自治体へＰＲし、また認識を定着させる
・無償から有償の事業へと展開させ、地域の事業として成立させる
・省庁レベルで勧められる体操に発展させて影響力を高める

・既認定メンバーが中心となり各支部などに赴き大きな行事（広報に出ているような大きな事業）を新メンバーと共に定着させる。



